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 論文内容の要旨
 第1部問題設定
 第i章目的と概観
 本論文は、サウディアラビア王国(1932年～)の国家形成過程に関する研究である。ワッハーブ
 主義に基づくサウード家による国家形成の過程で支配基盤となった社会階層を特定し、それらの社
 会階層が果たした政治的役割について明らかにする政治社会学的な分析を行うことを目的とする。
 国民国家論の中では、国家形成の契機として、同質性をもった「国民」の成立、国家のr領域」
 の決定、中央集権的なr中央政府」の成立の3つがあげられている。本論文では、サウディアラビ
 ア王国における中央政府の成立において社会階層が果たした役割を分析する。
 サウディアラビア王国は、第一次サウード朝(1744/5年～1818年)と第二次サウード朝(1820年
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一 ～i891年)の崩壊の後、サウード家によって三回目に樹立された国家である。サウディアラビア王
 国は、いわば「第三次サウード朝」にあたるのだが、本論文は、「第三次サウード朝」の成立だけ
 に着目するのではなく、「国家の成立過程」を中央政府の成立過程と位置づける方法をとるため、
 国家の形成のスタート地点は、18世紀中頃の第一次サウード朝であったと位置づけられる。このた
 め本論文で主に取り扱う期間は、第一次サウード朝から第二次サウード朝を経て、サウディアラビ
 ア王国のr建国期」(1902年～1932年)までの間となる。
 第2章r先行研究と課題」では、サウディアラビアの政治的特質に関する先行研究をまとめ、r部
 族政治」であると位置づける一派と、遊牧民の定着化の結果、r都市」が発生したり、「国家」が形
 成されたことに着目する一派に大きく分けることができることが明らかにされた。これらの2つの
 対立する流れは、政治学的アプローチ、社会人類学的アプローチ、歴史学的アプローチに分けられ
 る先行研究の中から形成されてきた。
 政治学者たちは、サウディアラビアの政治的特性を「部族的神聖政治」、r王族、ウラマー(イス
 ラーム法学者)、部族指導者の3集団による寡頭政治」などと位置づけていた。また特定の省庁が
 特定の部族によって支配されている、などとも述べられてきたが、それらの研究は、実証的データ
 を提示しない上に、r部族政治」とは何なのかについての明確な定義を行わないままにサウディア
 ラビアの政治的特性をr部族政治」と位置づけてきた問題がある。社会人類学では、「部族」に関
 する事例研究が積み重ねられ、理論構築が進んでいるが、政治研究者が、そのような先行研究に着
 目せず、明確な定義も実証的なデータを提示しないままにサウディアラビアの政治を部族政治と位
 置づけた理由は、彼らが、サウディアラビアが18世紀以来ほとんど進歩していない後進的な社会で
 あるという偏見をもっていたためであると考えられる。
 サウディアラビアで行われた社会人類学的な研究は、サウディアラビアの辺境地域のr純粋な遊
 牧民」に着目したものと、遊牧民の定着化に着目したものの2つに分けることができる。D.P.コ
 ウルやW.ランカスターは、1960年代に辺境地域の遊牧民について研究を行い、サウディアラビア
 の遊牧民が、国家よりも部族に帰属する意識を強くもっていると述べた。他方、遊牧民の定住化の
 過程に着目する研究は、そのほとんどが米国の大学に提出された未出版博士論文であるが、遊牧民
 は、部族(qabflah)名ではなく、リネージ名や家族名を名乗り始めたり、部族指導者の権限が低
 減したと論じている。また遊牧部族は、定住化した後、離散し、他の部族の人々と混合し、国家へ
 の忠誠心を持ち始めるという。
 歴史学的アプローチをとる先行研究は、r停滞した部族社会」の歴史観を再生産することに貢献
 したものと、アラビア半島におけるr都市社会の発展」を論ずるものとに分類できる。J.ブノア
 メシャンは、ワッハーブ主義とサウード家の歴史を絶え問ないr繰り返し」の歴史として描き、社
 会的な発展としては捉えていない。またワッハーブ主義運動は、預言者ムハンマド時代の古典的な
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 イスラームを復活させるという宗教的な目的のために行われたという説が通説となってきた。これ
 らの説は、ワッハーブ主義やサウード朝の拡張について、当時のアラビア半島中央部の政治社会状
 況の中に位置づけて議論するという視点を欠く一派ともいえる。以上のようなr停滞した部族社会」
 論のほかに、アラビア半島の政治社会的変化に着目した研究がある。主に遊牧部族をとりあげて論
 じた研究には、定住した遊牧民が主力となった20世紀のワッハーブ主義運動であるイフワーン運動
 に関する研究があげられる。他方、未出版博士論文の中では、サウディアラビア王国の国家形成で、
 都市商人が果たした政治的役割に着目する研究や、ワッハーブ主義の発生における政治社会的背景
 を考察する研究が現れ始めている。都市商人やワッハーブ主義の発生に関する研究に共通している
 点は、15世紀以降、アラビア半島中央部では、遊牧民の定着化や定住地の人口の増加が進行し、そ
 の結果として定住地や都市が発生したことがワッハーブ主義やサウード朝の発生の社会的背景であ
 ったと論ずることである。
 以上の先行研究をまとめると、ワッハーブ主義とサウード家による支配については、「停滞する
 部族社会」であると論ずる視点と、「政治社会的変化」に着目する研究に分けることができた。そ
 してr政治社会的変化」'に着目する研究は、遊牧部族民の定住化に着目する関する視点と、都市商
 人の政治的役割に着目する視点があった。
 そこで本論文では、国家形成の過程として中央政府の発達段階とその要因を議論の枠組みとして
 設定し、中央政府の形成における遊牧部族民と都市民の政治的役割を分析するという方法をとった。
 まず人類学の新進化論者であるE.R.サーヴィスによる枠組みを批判的に利用し、部族社会(中央
 政府なき社会)、首長制社会(持続性がない不安定な中央政府をもつ社会)、国家(強制力の正当な
 独占を達成した中央政府)という、中央政府の3段階のレベルを設定した。また中央政府の形成を
 促す要因としては、マルクス主義的国家論、新進化論、M.ウェーバーなどによって論じられてき
 た、軍事力の正当な独占、財政基盤の確立、官僚機構の形成、支配者と被支配者の分化に着目する
 議論に加えて、行政による情報の制御や政治的意思決定過程に目を向けるべきであるとする理論枠
 組みを取り入れた。中東の部族社会における国家形成に関する先行研究には、「征服説」とr商人
 資本説」があげられるが、本論文は、それらを参考にしつつ、遊牧部族や商人がサウディアラビア
 の国家形成において果たした役割について検討する。
 以後第2部では、第一次サウード朝と第二次サウード朝における「首長制社会」の形成について
 論じられた。また第3部と第4部は、サウディアラビア王国の建国期の過程に関して検討された。
 第3部では、遊牧部族民の政治的役割、第4部では都市民の政治的役割に関して議論が行われた。
 第2部r『首長制社会』の形成」は、第3章から第5章が含まれる。第3章r第一次サウード朝
 以前の『部族社会』の政治構造」では、11世紀から18世紀までの間、アラビア半島に割拠していた
 遊牧部族は、中央政府の形成を促さない政治経済構造を再生産し続けていたことが確認された。一
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『 方で、15世紀から18世紀初めまでの間に、遊牧民の定住化や新しい定住地の建設が進行し、定着民
 の社会が次第に形成されていたことが明らかにされた。ただし定着民の社会は、ナジュドに政治的
 分裂を再生産していた遊牧社会の優位を覆すことはできなかった。また定着民の社会自体が、政治
 的に分裂し、それを克服するイデオロギーも軍事力ももっていなかった。
 とはいえ、遊牧部族ではなく、18世紀初めまでに形成された定着民の社会が、ワッハーブ主義や
 サウード朝の出現の社会的背景となっていた。定住地は、遊牧部族の分節システムには組み込まれ
 ない政治構造を生み出していた。またアラビア半島は、定住地の農業や牧畜の発展によって経済生
 産力を高めつつあり、イスラーム的価値観の担い手であるウラマーを輩出し始めていた。これらの
 変化は、ムハンマド・イブン・アブドルワッハーブが誕生し、ワッハーブ主義を唱道する社会的背
 景となっていた。彼が伝道や教育を行った場は、15世紀以降に形成された定住地であり、彼のイス
 ラーム学は、当時のウラマーの学問レベルの向上を背景としていたのである。
 第4章r『首長制社会』の形成」では、第一次サウード朝と第二次サウード朝が、「部族社会」に
 r首長制社会」を成立させたことが明らかにされた。ワッハーブ主義イデオロギーは、征服活動を
 ジハードと位置づけて正当化し、分裂していた定住地の生産力、人口、ウラマーを統合して、サウー
 ド朝の財政収入、戦士、イデオロギーとした。さらにサウード朝は、遠隔地貿易を奨励したために、
 財政収入が増加した。サウード朝は、拡大しつつあった定着民社会を統合することにより、遊牧部
 族に対して優位に立つ社会を樹立することに成功したのである。サウード朝の主要な支配基盤は、
 ウラマー、地方の在地の有力者、家臣などの定着民であり、このようなサウード朝での政治構造は、
 遊牧民のr部族連合」ではなく、定着民の「名望家政治」と類似していたといえるだろう。
 とはいえ、国家機構の特性に着目すれば、第二次サウード朝は、遊牧部族の軍事的独立性を破壊
 できず、周辺の首長との対立が続いたために軍事力の正当的な独占を達成することはできなかった。
 また地方での反乱が続き、中央集権化を貫徹することもできていなかった。サウード朝の支配体制
 は、r部族社会」の分裂に一定の統合をもたらすことには成功していたとはいえ、r首長制社会」か
 らr国家」への移行を果たすためには、中央政府の能力の強化、地方支配の安定化、支配基盤の拡
 大などの面でまだ不十分だったといえる。
 第5章r都市社会の成立」では、第二次サウード朝が崩壊した要因を特定するため、第二次サウー
 ド朝を打倒したラシード朝、及びにブライダとウナイザという二大都市を中心とするカッシーム地
 域の政治社会構造を分析した。年代記的な記述では見逃されてきたが、実は、ラシード朝とカッシー
 ムは、都市的な社会構造を発展させ、それを背景として軍事力を強化していた。つまり第二次サウー
 ド朝は、19世紀にナジュ・ドに発展し始めていた都市社会を支配することに失敗したということがで
 きるのである。
 第3部r国家形成における遊牧部族の政治的役割」では、1912年から1930年までにアラビア半島
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 に広まったイフワーン運動が国家形成で果たした役割に関して分析した。イフワーン運動とは、
 1912年に遊牧民がアラビア半島中央部でワッハーブ主義を受容するために定住を行ったことを皮切
 りにして始められた、遊牧民が中心メンバーとなったイスラーム運動である。運動の長には、サウ
 ディアラビア王国の建国を果たし初代国王となったアブドルアズィーズ・アール=サウードが就任
 し、彼は、運動を征服活動のための戦士集団へとっくりあげていった。イフワーン運動では、ヒジ
 ュラ(定住地)に定着した遊牧民は、イフワーン(同胞)と表象されたが、遊牧部族にワッハーブ
 主義を広める伝道活動を行い、またサウード家の主要なライバルを打倒する戦士集団ともなったと
 知られている。
 第3部では、イフワーン運動に関して、ワッハーブ主義の教義にひきつけた説明や運動の長であ
 るサウード家からの視点を退け、運動のメンバーとなった遊牧民の政治社会的な観点を検討するこ
 とにより、今まで明らかにされなかった運動の諸側面について明らかにする試みとした。第3部は、
 第6章から第1}章が含まれる。
 第6章rイフワーン運動の中心的イデオロギーと規模」では、イフワーン運動では、rフジャル
 (定住地)」、「アフ(同胞)」、rイマーム(運動の長)」などに関する新たな解釈が展開されたことによ
 り、運動が拡大していたことを明らかにした。また今までほとんど検討されてこなかった、運動の
 規模を概算ながら推定した。約20年間の間に、のべ200箇所以上のフジャルが建設され、そこには
 遊牧民の5分の1程度が定住したと考えられる。これについて評価するならば、15世紀から19世紀
 までに展開された定住化や都市化と比較しても、大規模で急速な定住化といえる社会現象であった
 が、イフワーン運動における定佳化は、人口で遊牧民が定着民を上回る社会を変革したわけではな
 かったともいえる。また定住化を支えた産業は、通説では農耕であると言われてきたが、それと同
 じ程度に半遊牧が重要な生産活動であったことが示された。
 第7章r治安の改善とフジャルの増加」では、遊牧民の5分の1程度しかイフワーン運動に参加
 しなかったにも関わらず、運動が、アラビア半島の治安を改善できた理由を分析した。実は、初期
 のイフワーン運動は、定着民や遊牧民に対して武力を用いた強制的手段によって伝道活動を行って
 いたが、運動の長アブドルアズィーズは、支配下の定着民にイフワーンが武力を行使することを厳
 しく罰した。また定住化した部族指導者は、各地域での治安の保全の任務を与えられ、定住地が相
 互監視の拠点として機能することになった。またイフワーン運動では、20世紀以前に反抗的だった
 屈強な部族の指導者が、重点的に定住化を奨める伝道を受けており、定住化してサウード家に忠誠
 を誓うようになったことも重要であった。以上のような定住化のプロセスでは、部族的社会構造が
 運動拡大のための組織として活用されていた。
 第8章から第11章は、イフワーン運動の動態性を明らかにしながら、運動が国家形成で果たした
 役割を明らかにする作業となった。第8章rイフワーン運動のr有力なリーダー』の発生の政治的
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 要因」では、まず、運動の中で最も中心的な指導者となった、ファイサル・アル=ダウィーシュを
 とりあげ、彼とアブドルアズィーズとの間の複雑な関係について明らかにした。ファイサル・アル
 =ダウィーシュが伝道やジハードで中心的な役割を果たすようになった背景は、彼とアブドルアズ
 ィーズの間には、「イスラーム」教義上のrイマームと臣下」、互恵的r同盟」、相手に優位に立と
 うとする「競争」という3つの側面を持つr三重の関係」が成立していたとまとめられた。
 第9章「イフワーン運動の軍事的役割」では、ファイサル・アルニダウィーシュのみならず、イ
 フワーン運動全体に再度視点を戻し、運動全体の軍事的な役割に関して明らかにした。その結果、
 イフワーン運動に参加した部族は、3種類に分けられることになった。1つ目は、伝道や征服活動
 で中心的な役割を果たしたr有力なリーダーとその部族」だった。2つ目は、r軍事作戦に従軍し
 たフジャル」だった。3つ目は、r軍事作戦へ従軍しなかった部族」だった。主要な軍事作戦では、
 「有力なリーダーとその部族」やr軍事作戦に従軍したフジャル」が、サウード家の軍事力の中核
 を担うようになり、サウード家に従軍する戦士の数は倍増していた。サウード家の征服活動は、イ
 フワーンが敵対する部族にワッハーブ主義の伝道を行った後、敵を政治的に孤立させてから、軍事
 的侵攻を敢行する戦略がとられていた。ただし英国と同盟を結んでいたクウェートやヒジャーズな
 どの地域への攻撃では、サウード家のプリンスではなく、イフワーンの「活動的なリーダー」が軍
 事指揮官に任命されていた。その理由は、サウード家は、イフワーン戦士が勝手に攻撃を行ったと
 いう弁明を行うことにより、英国の怒りを買うことなく、征服活動を遂行できるからであった。
 第10章と第11章では、ファイサル・アル=ダウィーシュなどのリーダーが、運動の最終段階(1927
 年～ig30年)で起したサウード家に対する反乱事件の原因と、サウード家が反乱を鎮圧した方法を
 明らかしながら、遊牧部族がサウード家に反抗する力を失った過程を明らかにした。
 第m章rイフワーンのr活動的なリーダー』の役割の低下(1):ブサイーや襲撃の発生要因」で
 は、イフワーンの反乱の発端となった、1927年のイフワーンによるイラク国境のブサイーや監視所
 への襲撃が行われた理由について検討した。実はイフワーンは、ブサイーや監視所が、r英国とサ
 ウード家め協力」によって砂漠に鉄道を建設する拠点となるという噂を聞き、攻撃を行っていた。
 そこでその噂は真実ではなかったが、そのような噂がイフワーンの間に広まっていた理由について、
 様々な角度から分析を行った。まずイフワーンは、サウード家の経済政策やイラクの部族による襲
 撃のため、イラク国境沿いの放牧地や交易路を喪失しつつあった。また英国は、数年にわたってイ
 ラクからのイフワーンヘの襲撃を取り締まる有効な措置をとらなかった。さらにイフワーンは、サ
 ウード家の外交政策の決定には関与する立場にはなく、サウディ・イラク国境協定の成立について
 4年以上、サウード家から知らされないままにされていた。イフワーンは、確実な情報を持たない
 まま、サウード家と異教徒である英国の間の外交関係を自分たちの政治的立場を弱めるものとして
 警戒していた。以上のような理由により、イフワーンは、サウード家と英国への警戒を強めており、
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 そこで彼らはサウード家に、イラクヘの襲撃を行うべきであるという論争を挑んでいた。そしてこ
 の論争は、ウラマー(イスラーム法学者)の支持を得たイフワーンに有利に進んでいた。以上のよ
 うに、サウード家や英国への警戒心をもちながらも、イラク襲撃の主張は正しいという自信があっ
 たため、イフワーンはイラク襲撃を敢行したものと考えられる。
 イラク襲撃を行ったイフワーンとサウード家は、次第に関係が悪化し、遂に両者の間で1929年春
 に軍事衝突が発生した。そして1930年に初めには、サウード家打倒を目指したイフワーンは、鎮圧
 され、これと同時にイフワーン運動も終了した。第11章rイフワーンのr活動的なリーダー』の役
 割の低下(2):イフワーンの反乱の鎮圧の経過からの分析」では、サウード家が反乱を鎮圧した方
 法を明らかにした。サウード家は、r活動的なリーダー」が中心となっていた反乱部族集団を分裂
 させる工作を行う一方で、反サウード家の立場をとる外部の勢力から孤立させることに成功した。
 またサウード家は、イフワーン運動の中では中心的な役割を果たしていなかったイフワーンを大量
 に動員することにより、運動のリーダーが中心となっていた反乱を鎮圧することに成功したことが
 明らかにされた。反乱を鎮圧した結果、サウード家の国内での軍事的優位は持続的となり、ナジュ
 ドで最も屈強な部族でもあった反乱者は、最高部族長を交替させられたり、一族の名誉を失う罰を
 受けることになった。サウード家は、正統性をウラマーによって承認される体制を築き上げ、イフ
 ワーンの「活動的なリーダー」を打倒したことにより、強制力の正当な独占を達成した。
 第4部r国家形成における都市民の役割」は、都市民がサウディアラビア王国の建国を支える一
 方で、次第に支配下におかれていった過程について明らかにする作業となった。第12章r財政、外
 交、行政における商人の政治的役割」では、アラビア半島中央部(ナジュド)、東部(アフサー)、
 西部(ヒジャーズ)の商人に分けながら、彼らの財政や外交における役割を明らかにした。商人は、
 サウード家に寄付を行ったり、ローンを貸し出すという財政的な役割を果たしていた。それは、サ
 ウード家が、遠隔地貿易を保護することに成功を収めたことの見返りであった。サウード家は、商
 人全体から政治的支持をとりつけようとしただけではなく、外交、行政、財政の多岐にわたり、サ
 ウード家を支えていた商人には免税などの特'権を与えて富を蓄えさせ、それをローンとして借り入
 れて財政収入を補っていた。サウード家は、一部の商人には特権を賦与し、財政や外交での重要な
 役割を担わせるという方法で、安定的に行政を運営できる状況をつくりだしたといえるだろう。
 第i3章r中央集権体制の確立と都市民の役割」では、サウディアラビア王国が、サウディアラビ
 ア全土の中央集権化に成功した理由について、行政と軍事の観点から以下のように明らかにされた。
 まずサウード家は、20世紀の情報化や第一次世界大戦をはじめとした激動の中東情勢に対応するた
 め、情報収集能力や外交業務の処理能力を高めるように、王宮府の改革と有能な人材の採用を進め
 ていた。王宮府には暗号電信局や通訳局などを設置する一方、国外で高い教育を受けたナジュド起
 源の定着民や、エジプト人やシリア人などのアラブ人を国王顧問として登用していた。また旧オス
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 マン帝国の軍人などが、省庁や軍事部門に登用され、行政機構の構築に貢献した。
 またアラビア半島の各地には、ナジュド起源の商人がネットワークを形成し、サウード家の征服
 活動を助ける情報収集や工作を行っていた。第二次サウード朝までは、各地域では商人でもある在
 地の有力者が政治的影響力をもっていたが、サウディアラビア王国では、各地域でサウード家のプ
 リンスやサウード家の家臣が地方知事に任命されることとなり、「土着の有力者」による「自治」
 は終焉した。
 アラビア半島の中でもヒジャーズ地域は、ハーシム家による支配の時代に議会が設置されており、
 そこでは商人階層が国王に退位を進言するほどの政治力をもっていた。だがサウード家による征服
 後、議会は独立した立法機関としての権限を喪失し、ヒジャーズ住民による政治参加の門は閉ざさ
 れた。またサウード家は、ナジュド起源の商人や外国人行政官を登用しつつ、官僚組織に立法権と
 行政権を集中させることに成功した。
 軍事部門では、イフワーン運動のような、遊牧部族を組織とした軍事体制を改革することになっ
 た。国内には、法に基づいて指揮系統が構築され、遊牧民を戦士とした部隊も合法的に運用される
 ことになった。サウード家の支配は、第二次サウード朝とくらべて、財政、情報収集、行政、外交、
 軍事の全ての点において統治能力が向上しており、このことによって「国家社会」の形成に成功し
 たのである。
 結論は、以下のようにまとめられる。第一次サウード朝以前のアラビア半島中央部は、中央政府
 なきr部族社会」であったと位置づけられる。侶世紀の初めまでは、遊牧や農耕を営む部族や定住
 地が存在していたが、複数の遊牧部族が割拠しながら、定着民に対して政治的軍事的に優位に立っ
 ていた社会であった。また平等主義的な価値観をもつ部族集団は、中央政府の形成を可能とするよ
 うな権力の集中や富の蓄積を進めることがなかった。
 第一次サウード朝は、中央政府を成立させたが、持続的で安定的なr強制力の正当化された独占」
 を達成できなかった段階である。第二次サウード朝では、第一次サウード朝時代に構築された行政
 機構を再興する試みが続いたが、地方都市や遊牧部族の抵抗に直面し、周辺の首長国を打倒するこ
 とはできなかった。このため、中央政府はr国家」の段階には達しないままに、再び崩壊した。
 1902年から1932年の建国期の間に、第三次サウード朝の中央政府は、海外で教育を受けた人材、
 商人、r外国人行政官」の能力を活用することにより、財政、情報収集、行政の能力を改革するこ
 とに成功した。また遊牧民を定着化させるイフワーン運動が始められたことを契機として、遊牧部
 族がサウード家の支配下におかれ、中央政府は強制力の正当化された独占を達成した。また支配イ
 デオロギーであるワッハーブ主義は、遊牧部族や、新たな征服地ヒジャーズなどにも浸透すること
 に成功した。サウード家の支配は、「首長制社会」からr国家」への発展を達成し、サウディアラ
 ビア王国が成立した。
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 部族社会から首長制社会への移行段階では、定着民の戦士としての動員、定住地の農業生産の税
 としての徴収、ナジュドの定着民を家臣とする行政機構の樹立が、中央政府の形成のための主な契
 機となっていた。
 首長制社会から国家への発展段階では、遠隔地貿易を営み、大土地所有者となった商人が、財政
 を補佐することになった。また定着民のみならず、遊牧部族民を戦士として動員することに成功し
 た。行政機構は、情報収集や外交に対応するために、組織上の改革が加えられたほか、商人やr外
 国人行政官」を取り込んで、能力が向上した。遊牧部族民や都市民は、支配基盤として取り込まれ
 たが、それぞれの階層は、異なる政治的役割をもつ集団に分かれながら、国家形成を助けることに
 なった。遊牧部族は、その軍事的役割に基づいて3つの傾向に分けることができた。商人の中には、
 サウード家と強い結びつきをもちながら外交や財政などで重要な役割を果たす一方、特権を与えら
 れる者が出現した。
 イブン・ハルドゥーンのアサビーや論とサウディアラビア王国の建国を比較すると、遊牧部族民
 と都市民の役割の相違や比重が明らかにできる。イフワーン運動の場合、遊牧部族民がイスラーム
 の連帯意識によって征服活動を遂行したのであるが、その運動は都市民のサウード家を長(イマー
 ム)とするものであった。また新しい国家の支配者は、都市民のサウード家であり、遊牧部族では
 なかったという点で、イブン・ハルドゥーンのモデルとの相違が見られる。
 定着民や都市民が中心となっているサウディアラビア王国は、15世紀以来続いてきた定着民社会
 の拡大を推進し、遊牧部族とは異なる、名望家を中心とした政治構造をつくりあげてきた。ワッハー
 ブ主義・サウード家複合は、ウラマー、行政官、軍人の間の役割分化を促進してきたが、その特徴
 は、以下の5点にまとめられる。
 (a)ナジュド定着民への権力の集中
 宮廷では、高い教育レベルをもつナジュドの定着民が登用されていた。また地方知事は、サウー
 ド家のプリンス、サウード家と姻戚関係にある一族、第一次サウード朝時代からの家臣の家から任
 命された。ヒジャーズの統治では、サウード家のプリンス、ナジュド起源の商人、ワッハーブ派の
 ウラマーが高官の地位を占めることとなった。
 (b)商人の政治的役割の変化
 商人は、カッシームでは支配者の地位を奪われ、ヒジャーズでも政治的影響力を低下させること
 になった。しかし商人の中には、サウード家との関係を深め、特権を与えられる商人が出現した。
 彼らは、対外交渉、情報収集、税関、資金の提供など、商人以外の社会階層には担うことができな
 い能力を発揮した。サウード家は、交易路の治安維持を最優先の政策とする一方、遠隔地貿易、巡
 礼、輸入代替業を保護する政策をとり、商人階層の利益に配慮した。
 (c)「外国人行政官」の登用
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 r外国人行政官」は、国王顧問、ヒジャーズの行政機構、対外交渉、軍事機構で登用された。「外
 国人行政官」の活躍は、サウード家への権力の集中、イフワーンに依存した軍事機構の改革(脱部
 族改革)、ウラマーの行政からの分離などを可能とした。
 (d)ウラマーと為政者の役割分化の進行
 ウラマーの役割は、宗教教育、儀礼、司法、シャリーア法の解釈などの分野に特化することにな
 った。ウラマーは、サウード家の支配の根幹であるワッハーブ主義やシャリーア法の普及を支え、
 サウード家が正統性を獲得するために不可欠の社会集団であった。だが、王宮府、外交業務、省庁
 での行政、世俗教育などからは遠ざけられることになった。
 (e)r脱部族政治」改革
 イフワーン戦士(遊牧部族民)は、依然として重要な戦力ではあったが、王宮府、地方行政機構、
 軍事機構のいずれにおいても、重要な地位を獲得しなかった。イフワーンは政治的な影響力を喪失
 することになり、'遊牧部族は軍事的な独立性を喪失した。サウディアラビアの行政は、イフワーン
 戦士や遊牧民ではなく、商人、ナジュド定着民、r外国人行政官」などの都市的な集団がその中枢
 を担うことになった。
 サウディアラビア王国が形成される過程では、内政上の新たな対立軸が、都市的な支配基盤の内
 部に現れてきた。それは、利子の取得や情報の規制を行おうとするワッハーブ主義的なシャリーア
 法の施行と、自由な商業活動のどちらが優先されるべきなのかという問題である。そのような対立
 軸は、第一次サウード朝の全盛期からすでに生じ、第二次サウード朝の時代にも、建国期にも繰り
 返し現れ、その度に二つの政策の間のバランスが模索されていた。この対立は、ウラマーと商人の
 対立として現れるが、一方ではウラマーと商人は、共にサウード家の支配を支える支配基盤である
 という点では共通の政治的傾向をもっている。このような政策上の対立軸が、建国以来、現在まで
 のサウディアラビアの政策的な課題となり続けているが、これは、建国期において、商人階層が支
 配階級に取り入れられたことに起因している。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、アラビア半島の部族社会から王国が形成されてくるプロセスを、中央政府の確立とい
 う視点から明らかにしたものである。
 これまでのサウディアラビアの研究は、文献、フィールド調査を基礎に、その政治的特質、部族
 的社会構造、都市社会の発展、イスラム教ワッハーブ主義の研究などを中心とするものであった。
 これにたいし、本論文は、これらの先行研究の蓄積を十分に利用しながら、現在のサウディアラビ
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 ア王国の成立を、国家イデオロギーとしての宗教(ワッハーブ主義)と政権基盤としての部族民・
 商人層が国家形成に果たした役割と、これら両者の関係とを分析したものである。
 そこでは、r中央政府」確立の指標として、軍事力の正当な独占、財政基盤の確立、官僚機構の
 形成、情報の制御を設定し、このプロセスにおける遊牧部族民と都市民の政治的役割を分析してい
 る。ここでいう遊牧部族民とは、定住地(フジャル)を建設してワッハーブ主義を伝道しかつサウー
 ド家の戦士集団を形成したイフワーンであり、かれらの運動であるイフワーン運動が国家形成のイ
 デオロギーの確立と軍事力の形成に大きな役割を果したことが指摘された。都市民ではとくに東部
 アフサー地域と西部ヒジャーズ地域の商人層が果した財政援助、対外交渉、情報収集機能、お雇い
 外国人顧問・行政官の外交、行政、軍事面での機能が指摘された。この分析は、ワッハーブ主義的
 なシャリーアの実践を主張する宗教勢力(ウラマー)と自由な商業活動を基盤とする商人層という、
 現在のサウディアラビア(サウード家)を支えている二大政治勢力の対立軸の歴史的な背景を明ら
 かにしており、現代サウディアラビアの政治的特質を理解するうえで貴重な研究となっている。
 本論文の新しい知見として、20世紀30年代初めに成立したサウディアラビア王国の性格・特徴を
 18世紀半ばに成立した第一次サウード王朝からの長期的な歴史プロセスのなかに跡づけたこと、イ
 フワーン運動の内容分析を通してワッハーブ主義と部族との関係を明らかにしたこと、その際イフ
 ワーン運動の基盤となったフジャルを網羅的にリストアップする試みを行ったこと、国家形成にお
 ける都市商人層の役割に光をあてたこと、などが指摘できる。
 本論文では、資料として、年代記、欧米の旅行家等の記録、欧米人など国王側近の回想録、建国
 期を体験した人々の証言記録、歴史・政治・人類学の分野における先行研究、現地人の研究成果、
 英国公文書などが利用されている。一次資料としての文書の整備・公開・刊行などが不十分なサウ
 ディアラビアの研究環境を考慮すれば、現在までに知られているアラビア語による研究を可能な限
 り精査し、未公刊文書を含む英国公文書などを広範に利用し、それらに依拠して論証を行ったこと
 は評価に値する。
 現代の中東研究において研究蓄積が比較的浅いサウディアラビアを対象として取り上げ、これま
 で十分な解明がなされて来なかった国家建設のプロセスというテーマに積極的に取り組みこの論証
 を試みたこと、及びこれによってとくに日本におけるサウディアラビア研究の質の向上に大きく貢
 献したことは、高く評価される。
 以上のことから、本論文の提出者は、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
 有するものと判断される。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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